
 

ＡＨＰＮＷ（アジアヒートポンプ蓄熱技術ネットワーク） 

東京ワークショップの開催及び共同宣言発表の概要 

日 時 2017 年 10 月 30 日（月）15:00～18:10  

会 場 国際ファッションセンタービル 

住 所 東京都墨田区横網１－６－１  TEL:03-5610-5801（代） 

概 要 

時 間 内 容 

15:00～15:10 ヒートポンプ・蓄熱センター 小宮山理事長 

・主催者からの挨拶 

15:10～15:30 基調講演１：ＩＥＡ事務局 ジョン デュラック氏 

・ETP2017 に基づいた世界的な地球温暖化防止への対応、当該取組でのアジアに向け

た対応の必要性。 

15:30～15:50 基調講演２：欧州ヒートポンプ協会 トーマス事務局長 

・ヒートポンプ利用エネルギーの定義、ヒートポンプに係る欧州の政策展開、再生可

能エネルギーの中での HP の位置付け。 

15:50～16:10 基調講演３：中国ヒートポンプ産業連盟 クーパー事務局長 

・ヒートポンプ利用エネルギーの定義、ヒートポンプに係る中国の政策展開、再生可

能エネルギーの中での HP の位置付け。 

16:10～16:30 基調講演４：韓国産業技術試験院 ジュン チョイ博士 

・ヒートポンプ利用エネルギーの定義、ヒートポンプに係る韓国の政策展開、他 

16:30～17:05 基調講演５＋日本からの提案 早稲田大学 齋藤 潔教授 

・世界の潮流、東南アジアの状況を踏まえて、地球温暖化防止に向けた日本からの発

信。ヒートポンプ給湯機普及に向けた対応の必要性。 

・ヒートポンプで利用する未利用熱（空気熱・水熱源・地中熱）を再生可能エネルギ

ー源として定義、それに資する支援事業の充実。 

17:05～17:55 特別基調講演 矢野和男（株式会社日立製作所 理事 研究開発グループ技師長） 

・人工知能はビジネスをどう変えるか 

17:55～18:10 ヒートポンプ・蓄熱センター 小宮山理事長 

・共同宣言  

・ヒートポンプにて利用できる空気熱を含めた未利用エネルギーを再生可能エネルギ

ー源として定義。 

＜共同記念写真＞小宮山理事長、佐藤副理事長、林副理事長、各国 AHPNW 関係者 

18:15～19:30 ウェルカムパーティー 

・挨拶 佐藤副理事長、林副理事長 

 


